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１ 研究の目的 

本研究は、過疎高齢化が急速に進む高知県（四万十

町を中心）の農山村で消失していく田畑・山林の小地

名とそれにまつわる生業を記録し、後世に伝えること

を目的とする。地名は自然環境や土地環境などを⼈々

が利用する中で命名され、農作物の栽培適応（ワサビ

谷）や生活の知恵（クロヌタ―猪のヌタ場）、災害の記

憶（大ハケ―崩落地）、民俗伝承（大道法師―妖怪地名）

などさまざま属性を含んでおり、暮らしの中で伝承されてきた「民衆知」の一つである。 

地名の多くは「小字」として行政の地図に記載されるが、明治の土地台帳で集約され、改変され

た田畑・山林の小地名は記録されず、古老や農業従事者の記憶に残るのみとなっている。しかし、

⾼知県には近世初期の土佐一国を記録した『長宗我部地検帳』がある。その小地名を手掛かりに、

古老に聞き取り調査を行い、小地名を現地比定して地図に表示し、地名にまつわる伝承や土地利用

などの属性を住民とともに記録する。これは、農山村を長く支えた開発の歴史と暮らしを後世に語

り継ぐことにつながる。歴史の中で培われた「民衆知」の記録は、地域おこしにも重要なデータと

なる。農林業従事者の高齢化が進む中で、残された時間は少ない。過去そして現在の農山村の暮ら

しを、研究者でなく住民団体が主体となって記録することに研究としての特色がある。 

２ 研究の成果 

■消えゆく地名の記録化                                    

奥四万十山の暮らし調査団は、住民と研究者が地域の歴史民俗を記録す

るモデルづくりが進むことを期待し、地元のメンバーによる四万十川流域

を主なエリアとして現地調査を行っている。また、県下で活躍する歴史民

俗を記録する「いしはらの里・昔を語る会（高知県土佐郡土佐町）」、「梼原

史談会（高知県高岡郡梼原町）」、「高知県の学校資料を考える会」の三団体

との連携を進め調査手法の普及とともに文書資料の保存活用に協力してい

った。夏には、「中世地下文書研究会（春田直紀代表）」が来高し、高知県

中東部の大忍庄の地下文書である「行宗文書」「柳瀬文書」の原本調査及び



現地調査をおこなうにあたって、現地説明を行った。 

この大忍庄の現地調査に土佐中部の介良庄・朝倉庄の故地を加え、研究領域を超えて幅広い視野で地

域の歴史を読み解いていったのが今回の調査研究報告書の特徴である。報告書『地域資料叢書 21 土佐

中東部の荘園故地を歩く』は、古文書に登場する地域（現地・故地）を実際に歩き、空間的・地理的な

視点を持ちながら、実証的に歴史事象を検証していくという方法論で執筆されている。そのため、論考

に登場する地域や地名の地図、写真をできるだけ掲載していているのでわかりやすくなっており、執筆

者 16人、24本の論考・コラムと膨大な調査の成果として発刊となった。 

四万十町内の現地調査 

生業や歴史を、文献や古老へ聞き取り調査によって明らかにして

いく四万十町内の現地調査。古老への聞き取り調査を、集落（大字）

ごとに実施した。記憶違いを防ぐために必ず各集落２人以上に話を

聞く。聞き取り項目は、地名を中心に屋号・生業・交通・流通・伝

説などで九州大学服部研究室が行っている歴史地理学的な調査方法

を採用する。戦国期の土地台帳「長宗我部地検帳」や自治体史など

の文献記載地名をまず現地比定して地図に落とし、谷や山、川など

の小地名を聞き取る。音声はＩＣレコーダーで記録し、アーカイブ

として保管する。聞き取った項目はレポートとしてまとめ、地名集

成表、地名を落とし込んだデジタル地図はＨＰ「四万十町地名辞典」

で公開する。< https://www.shimanto-chimei.com/> 

■公共データの収集・公開化                                  

高知県下の小字データ等の公表 

高知県下市町村の税務所管課に依頼して土地台帳の基礎となる大

字及び字のデータ四情報（大字・大字の読み・小字・小字の読み）を

入手。一部手作業で記録し現段階では 116,753の字データを作成する

ことができた。この字の基本情報に十進座標値、長宗我部地検帳のホ

ノギ比定地名、地名語彙の分類、小字に所在する地物名称、当該地名

の文献解題などを付記している。この「高知県小字データベース」は

画期的な基礎資料として、他分野の地理空間情報の利用者と連携を図

れることとなる。 

あわせて、自治体が所有・管理する「河川台帳」、「道路台帳」、「頭首工台帳」等を収集し、Ｇｏｏｇ

ｌｅマップを活用した地名・地物の一般化、見える化を図っている。このことにより、小字から消えて

しまった小地名を復原し、水利用にともなう集落形成や集落開発の推移を読み解くことができる。 

・事例１：高知県文化財課「文化財地図情報」 

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1HzTzCghD0HmfGq2kJx-jnmCaf7sDEktL&usp=sharing 

・事例２：四万十町の小字一覧 

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1ZbD8l52bR2loI7FJkag_7eZPYouA8FVX&usp=sharing 

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1HzTzCghD0HmfGq2kJx-jnmCaf7sDEktL&usp=sharing
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1ZbD8l52bR2loI7FJkag_7eZPYouA8FVX&usp=sharing

